
共通理念・基本理念 項  目 
平成25年度 
実績値 

平成29年度 
目標値 

平成32年度 
目標値 

平成35年度 
目標値 

環境をまもる心を 

はぐくむ 

環境訪問出前講座実施数 21 回 25 回 27 回 30 回 

クリーン塩尻パートナー制度への登
録団体数 

36 団体 40 団体 43 団体 46 団体 

地球環境に配慮した 

まちをつくる 

市全域から排出される二酸化炭素
の排出量 

810,965t 
(H23) 

800,693t 
(H26) 

790,421t 
(H29) 

780,149t 以下 
(H32) 

塩尻環境スタンダードの認証・登録
件数(累計) 

40 件 43 件 46 件 49 件 

固定価格買取制度における再生可
能エネルギー発電設備導入件数 

1,964 件 
(H26.4 末) 

2,500 件 2,772 件 2,907 件 

資源を有効に活用 

するまちをつくる 

家庭系もえるごみ量 
（市民一人一日あたり） 

345g/人日 340g/人日 331g/人日 324g/人日 

事業系もえるごみ量 6,927t/年 6,420t/年 6,353t/年 6,182t/年 

ごみの資源化率 26.0% 30%以上 31.0% 32.0% 

ごみの最終処分量 2,227t 1,313t 1,249t 1,154t 

民有林の整備面積 2,788ha 3,988ha 4,888ha 5,788ha 

山のお宝ステーション事業登録者数 
43 人 
(H26) 

70 人 100 人 130 人 

耕作放棄地等の面積 38.6ha 38.0ha ー ― 

安心して生活できる 

環境をまもる 

不法投棄物総重量（タイヤ、バッテ
リー、消火器、自転車、家電等の重
さで集計していないものを除く。） 

24,834kg 24,000kg 23,000kg 22,000kg 

ふるさとの自然を 

まもる 

里地里山保全地域指定数 6 箇所 7 箇所 8 箇所 9 箇所 

「みんなで守ろう高ボッチ高原の自
然」の参加者数 

100 人 140 人 170 人 200 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境面から都市像の実現を図るため、共

通理念及び４つの基本理念をもとに、施策

を展開していきます。 

 施策は裏表紙の「塩尻市環境基本計画の

施策体系」に記載しています。 

質問 計画の目指すものは？ 

答え 環境面から第五次総合計画の目指す都市像、「確かな暮らし 未来につなぐ田園都市」を 

  実現することです。 

 

共通理念 環境をまもる心をはぐくむ 

基本理念１ 地球環境に配慮したまちをつくる 

基本理念２ 資源を有効に活用するまちをつくる 

基本理念３ 安心して生活できる環境をまもる 

基本理念４ ふるさとの自然をまもる 

塩尻市環境基本計画の基本理念 

塩尻市の豊かな環境を次世代へ継承していくために必要な施策や、市民や事業者の皆様と市の取

り組み内容を示しています。 

計画期間は平成 27 年度から平成 35 年度までの 9 年間です。社会情勢の変化等を踏まえ、3 年

ごとに施策や目標値を見直します。 

質問 どんな計画なの？ 

答え 塩尻市の環境を、将来にわたってより良くしていくための計画です。 

第二次塩尻市環境基本計画とは？ 

様々な環境に関する課題は、私たちの日常生活や事

業活動と密接に関わっています。 

課題を解決するために、一人ひとりができることを

進めていくとともに、市民・事業者・市の三者が協働

しながら取り組んでいくことが必要です。 

質問 計画を進めていくのは誰なの？ 

答え 市民・事業者・市の三者です。 

 

 事業者 

 

 市民 

市 

自然環境 循環型社会 

地球環境 生活環境 

快適環境 

市民・事業者・市による実践 
・協働による実践 

 

第二次 

塩尻市環境基本計画 

―概要版― 

計画の施策 

共通理念と４つの基本理念につ

いて、６つの施策の方向性と２０

の施策を設定し、市民・事業者・市

の取り組み内容を示しています。 

 主な取り組み内容は本紙の内側

に記載しています。 

 
塩尻市地球温暖化対策 

実行計画 

本計画には、地球温暖化問題

に対し積極的かつ効率的に取り組

むため、地球温暖化対策地方公

共団体実行計画（区域施策編）

として、「塩尻市地球温暖化対策

実行計画」が組み込まれています。 

計画の指標 

本計画では２８個の指標を設

定しています(左表、「指標一覧」は

主なものを抜粋しています)。 

３年ごとの目標値を設定してお

り、進捗状況を確認、分析、公表

し、進行管理を行います。 

 

 
取り組み内容 

地球温暖化防止に向けて、次の

４項目を柱として、第二次塩尻市

環境基本計画の取り組みを進めて

いきます。 
 

 ○項目１ 

  市民・事業者の活動促進 
 
 ○項目２ 

  再生可能エネルギーの利用 

  促進 
    
 ○項目３  

  循環型社会の形成 
 
 ○項目４ 

  地域環境の整備及び改善 

指標一覧（抜粋） 

共通理念・基本理念 施策の方向性 施  策 取り組みの方針 
温暖化 

対策実行

計画注) 

共
通
理
念 

 

環
境
を
ま
も
る
心
を
は
ぐ
く
む 

（
環
境
学
習
・
協
働
） 

 
環境意識をたかめ、 

環境をまもります 

環境情報の発信、意識啓発 ■市民一人ひとりの環境意
識の向上 
■協働による環境保全 
（「しっている」から「している」
へ） 

○ 

環境学習機会の充実 ○ 

協働による環境保全 ○ 

１．地球環境に 

配慮したまちをつくる 

（地球環境） 

持続可能な環境エ

ネルギー地域社会へ

転換します 

省資源・省エネルギーの促進 
■省資源、省エネルギーの着
実な推進 
■再生可能エネルギーの導
入拡大 

○ 

再生可能エネルギーの利用促進 ○ 

２．資源を有効に 

活用するまちをつくる 

(循環型社会) 

ごみの減量とリサイク

ルを促進します 

ごみ減量の促進 
■「物質の循環」 
（ごみの発生抑制、再使
用、再生利用(3R)の推進） 

○ 

再使用・再生利用の促進 ○ 

ごみ適正処理のための施設整備 ― 

森林や農地の利活

用を促進します 

森林の多面的機能の保全と整備 

■「自然の循環」 
（森林や農地が持つ多面的
機能の保全や整備、森林資
源の有効活用) 

― 

森林資源の有効活用 ○ 

森林づくりをささえる基盤整備 ― 

農地の多面的機能の保全と整備 ○ 

３．安心して生活 

できる環境をまもる 

（生活環境・ 

快適環境） 

良好な生活環境を 

まもります 

水資源・水環境の保全 
■水資源・水環境の保全 
■水質汚濁や騒音等の公害
の防止 
■放射能対策 
■不法投棄やポイ捨て等の
防止 
■空き地、空き家等の適正
管理 
■美しい景観の保全、形成 

― 

生活公害の防止 ― 

放射能対策 ― 

生活環境の保全促進 ― 

空き地・空き家等の適正管理 ― 

美しい景観の保全・形成 ○ 

４．ふるさとの自然

をまもる 

（自然環境） 

多様な生態系を 

まもります 

身近な自然環境の保全 
■里地里山等、身近な自然
環境の保全 
■外来生物対策 
■自然公園の保全 

― 

自然公園等の保全 ― 

 

塩尻市環境基本計画の施策体系 

注)○印のついた施策は総合計画または温暖化対策実行計画との共通施策です。 

第二次塩尻市環境基本計画の本編はこちらでご覧いただけます。 ⇒ 塩尻市ホームページ 「http://www.city.shiojiri.nagano.jp/」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す都市像「確かな暮らし 未来につなぐ田園都市」（共通理念・基本理念別の取り組み） 

 

取り組みの方針 

取り組みの方針 取り組みの方針 

 

取り組みの方針 

 

事業者に期待される主な取り組み 

○環境マネジメントシステムを活用し省資源・省エネル

ギーを実践します。 

○高効率機器の導入等により、施設・設備面の省エネル

ギー化を推進します。 

○木質バイオマス（薪ストーブ、ペレットストーブ）、

太陽光等、再生可能エネルギーの利用を進めます。 

 
市民に期待される主な取り組み 

○ごみと資源物を適正に分別し、排出します。 

○食べ物を残さない等、生ごみの発生抑制や、水分を切るこ

とによる生ごみの減量に努めます。 

○森林や里地里山の整備に参加・協力します。 

○間伐材を利用した製品の購入や、木質バイオマスの利用に

努めます。 

○農地の保全及び流動化に協力します。 
 

事業者に期待される主な取り組み 

○ごみと資源物を適正に分別し、排出します。 

○間伐材の販売・商品開発等や、木質バイオマスの利用に努

めます。 

 
市民に期待される主な取り組み 

○地域における清掃活動への積極的な参加や、不

法投棄をしない等、きれいなまちづくりに努め

ます。 

○空き家等を自らの責任において適正に管理し、

管理不全な状態にならないように努めます。 

○良好な景観づくりや歴史的なまちなみの保全に

協力します。 

 

事業者に期待される主な取り組み 

○環境に関する法令・条例等を順守します。 

○空き家等を自らの責任において適正に管理し、

管理不全な状態にならないように努めます。 

 
市民に期待される主な取り組み 

○市・事業者が取り組む環境保全活動に積極的に参

加、協力します。 

○里地里山の自然環境を積極的に保全します。 

○高ボッチ高原の環境保全のための利用等に関す

る方針（ガイドライン）に沿った高ボッチ高原の

利用に努めます。 

 

事業者に期待される主な取り組み 

○市・市民が取り組む環境保全活動に積極的に参

加、協力します。 

○自然環境に配慮した事業活動を推進します。 

取り組みの方針 

 
市民に期待される主な取り組み 

○環境情報を収集し、活用します。 

○環境学習講座に参加又は協力します。 

○市・事業者が取り組む環境保全活動に積極的に参

加、協力します。 

○「しおじりｅ-Life Fair」（環境・食・健康・生活

に関するイベント）や「環境トーク＆パフォーマ

ンス」（環境学習発表会）に参加します。 

 

事業者に期待される主な取り組み 

○環境情報を収集し、活用します。 

○市・市民が取り組む環境保全活動に積極的に参

加、協力します。 

市民に期待される主な取り組み 

○環境家計簿「しおじりエコふぁみりー」を活

用し省資源・省エネルギー活動を実践します。 

○省エネ機器やエコカー等の環境負荷の少ない

製品の購入や、住宅の断熱化・※スマートハウ

ス化等により、省エネルギー化に配慮します。 

○木質バイオマス（薪ストーブ、ペレットスト

ーブ）、太陽光等、再生可能エネルギーの利用

を進めます。 

※スマートハウス 

IT を使って家庭内のエネルギー消費が最適に制御された住宅のことです。 

■市民一人ひとりの環境意識の向上 

様々な主体により実施されている環境学習

講座等を継続して実施していくとともに、環

境学習メニューを作成し、環境学習機会の充

実を図ります。 
 

■協働による環境保全 

  (「しっている」から「している」へ) 
 
地球温暖化と私たちの暮らしのつながり

や、エネルギー消費と環境問題の関わり等に

ついて、市民・事業者・市の協働のもと、「し

っている」ことから「している」ことに取り

組みを進めるよう、効果的な啓発や、実践活

動の場づくりを推進します。 

■省資源、省エネルギーの着実な推進 

家庭及び事業所における省資源・省エネルギーの取り

組みや、市が率先して省資源・省エネルギーの取り組み

を進めることにより、低炭素社会の構築を促進します。 
 

■再生可能エネルギーの導入拡大 

豊富な森林資源を有し、また、晴天率が高く、日照時

間が長い本市の特性を活かし、木質バイオマスや太陽光

エネルギー等、地域に存在する再生可能エネルギーの利

用を促進します。 

■「物質の循環」(ごみの発生抑制、再使用、

再生利用(3R)の推進) 

「ごみになるものは購入しない」、「何度

も繰り返し使う」、「ごみをきちんと分別し、

再び資源として利用する」ことを意識する

ことが重要であり、地区説明会や「環・き

ょうニュース」等による情報提供や啓発を

継続し、ごみの減量やリサイクルを推進し

ます。 

 ■「自然の循環」(森林や農地が持つ多面的機能の保全や 

  整備、森林資源の有効活用) 

森林や農地の多面的な機能を持続的に発揮させるため、

森林の適切な整備や農地の多面的機能の保全と整備によ

り、森林資源の循環利用、農地の有効活用を推進します。 

■里地里山等、身近な自然環境の保全 

雑木林、農地、湧水等が一体となって多様な動

植物が生息・生育する身近な自然環境を維持する

ために、適切な管理により里地里山の保全を図り

ます。 
 

■外来生物対策 

アレチウリ、オオキンケイギク等の特定外来生

物をはじめ、市内で問題になっている外来生物の

分布調査と駆除の実施を継続します。 
 

■自然公園の保全 

高ボッチ高原で増えているヒメジョオン等の外

来生物の駆除をボランティア活動等により推進す

るとともに、自然環境調査結果やレッドデータブ

ックを活用した動植物の保全対策を推進します。 

 

■水資源・水環境の保全 
 地下水等の水資源の保全対策を推進します。 

■水質汚濁や騒音等の公害の防止 
 大気や水、土壌等の環境保全に努め、騒音や振動、
悪臭等発生源への指導を推進します。 

■放射能対策 
 市内の空間放射線量を測定し、結果を公表します。 

■不法投棄やポイ捨て等の防止 
 地域連携により不法投棄の監視を強化するととも
に、エコ・ウォーク等の市民参加型イベントや環境美
化ボランティア活動を継続し、地域ぐるみの取り組み
を推進します。 

■空き地、空き家等の適正管理 
 空き家等の適正な管理や有効活用により良好な生活
環境の保全を図ります。 

■美しい景観の保全、形成 
 本市特有の景観である、歴史的な街道景観、都市景
観等の保全、再生を進めるとともに、新たな魅力を創
造することを目指します。 

基本理念１ 地球環境に配慮したまちをつくる 基本理念２ 資源を有効に活用するまちをつくる 

共通理念  環境をまもる心をはぐくむ 

基本理念３ 
 
安心して生活できる環境をまもる 

基本理念４ 
 
ふるさとの自然をまもる 


